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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は8月31日（月）です。

甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（企業立地対策室） 
☎ 65‐0709　 63‐4087

●市県民税（２期）
●国民健康保険税（５期）
●保育料
●介護保険料（５期）
●後期高齢者医療保険料
●水道料金・簡易水道料金

今月の納税等

甲賀市の将来像
「人  自然  輝きつづける  あい甲賀」

生活の安心感をみんなで育てる
自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる

ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標

甲賀市総合計画基本構想

つ
ち
や 

の
ぶ
ゆ
き

　市内各地で夏まつりが開催されました。そのひとつ
である「ござれGO-SHU !」は、旧町のころから毎年
見てきたおまつりです。

　当時は、駅前から会場までのパレード演舞があり、沿道には近
所の人が並んで声援を送っていた光景がなつかしく思い出されま
す。今では、近畿や東海から出場されるチームも増えました。地
元チームが減り、少しさみしくも感じますが、私たちのまちから
生まれたおまつりが、市の夏の風物詩として定着し、回を重ねる
ごとにパワーアップしいることに驚き、またうれしく思います。
　今年は例年にない長い梅雨を記録し、当日も突然の雨に見舞わ
れました。そんな中でも、演舞を続ける踊り子さんの笑顔に元気
をもらった一日でした。　ふ

光
源
の
変
換
期
を
迎
え
、

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
製
品
を
開
発

　

当
社
で
は
、電
源
が
切
れ
た
後
も
残
光
機

能
を
も
つ「
ホ
タ
ルッ
ク
」な
ど
の
蛍
光
ラ
ン
プ

や
、
住
宅
・
オ
フ
ィ
ス
向
け
照
明
器
具
を
製

造
し
て
い
ま
す
。ま
た
、急
速
に
普
及
し
て
い

る
液
晶
テ
レ
ビ
の
バッ
ク
ラ
イ
ト
用
ラ
ン
プ
の

分
野
で
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し

て
い
ま
す
。

　

白
熱
電
球
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
よ
い
蛍
光
ラ

ン
プ
へ
の
切
り
替

え
は
大
き
な
変
化
で
し
た
が
、
今
後
は

L
E
D
に
よ
る
面
光
源
への
変
換
期
を
迎
え

ま
す
。性
能
ア
ッ
プ
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
め
ざ

し
、
さ
ら
に
開
発
・
製
造
技
術
を
磨
い
て
ま

い
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
に
貢
献

　

福
祉
施
設
を
訪
問
し
、
照
明
器
具
の
清

掃
・
交
換
を
行
う
年
末
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

工
場
周
辺
の
清
掃
活
動
な
ど
、
従
業
員
一人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。「
日
電
」
と
い
う
地
名
に
も
あ
る
よ

う
に
、地
域
に
密
着
し
な
が
ら
、社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
最
適
な
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
お
届

け
で
き
る

企
業
で
あ

り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
取
締
役
滋
賀
工
場
長　

土
屋
信
之
氏
談
）

◎
設
立
：
昭
和
35
年
1
月

◎
従
業
員
数
：
5
3
7
名（
滋
賀
工
場
）

◎
所
在
地
：
水
口
町
日
電
3
番
1
号

◎
T
E
L
6
3
ー
7
0
0
0

◎
F
A
X
6
3
ー
6
5
2
1

▲ お話を伺った土屋さん

▲ 蛍光ランプと住宅用向け
　 照明器具

▲里山に完成したツリーハウスからシャボン玉を
　飛ばす子どもたち（関連記事は11ページ）

安
全
な
青
少
年
活
動
の
た
め
に
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の
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管
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改
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安
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な
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少
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C O N T E N T S

　　

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

甲
賀
市
議
会
第
４
回
臨
時
会　

ほ
か　

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　

貴
生
川
小
で
人
権
の
花
移
植
／
水
口
小
Ｐ
Ｔ
Ｃ
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

総
社
神
社
で
麦
酒
祭
／
甲
賀
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
カ
ヌ
ー
教
室　

ほ
か

　

８
月
30
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙　

　

情
報
の
ま
ど

　

も
の
づ
く
り
こ
う
か

　　

が
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ょ
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４
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貴
生
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小
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人
権
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花
移
植
／
水
口
小
Ｐ
Ｔ
Ｃ
健
康
ス
ポ
ー
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総
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神
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麦
酒
祭
／
甲
賀
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
カ
ヌ
ー
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室　

ほ
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８
月
30
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
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情
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ま
ど

　

も
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づ
く
り
こ
う
か
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀

市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い

る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

も
の
づ
く
り

 

こ
う
か
NO.5

光
と
あ
か
り
で
人
と
地
球
の
未
来
に
貢
献

N
E
C
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
滋
賀
工
場

甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会



　
「
甲
賀
市
青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の
日
」の
7
月
31
日
、青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、市
職
員
、教
育
関
係
者
な
ど
約
8
5
0
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、市
の
野
外
体
験
講
座
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
お
二
人
へ
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
、

こ
の
事
故
の
原
因
を
反
省
し
、青
少
年
活
動
を
安
全
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
に
続
い
て
、市
の
安
全
管
理
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
と
青
少
年
活
動

の
安
全
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

1

甲
賀
市
の
安
全
管
理

の
取
り
組
み

　

市
で
は
、平
成
19
年
11
月
に「
四
万
十

川
に
お
け
る
水
難
事
故
調
査
報
告
書
」を

ま
と
め
、事
故
を
起
こ
し
た
原
因
お
よ
び

背
景
を
、「
不
十
分
な
事
前
踏
査
」な
ど
8

項
目
に
わ
た
っ
て
特
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
整
理
す
る
と
、次
の
4
項
目
に

ま
と
め
ら
れ
ま
す
。　　

①
安
全
管
理
体
制
の
不
備

②
責
任
意
識
と
安
全
意
識
の
欠
落

③
安
全
管
理
能
力
と
指
導
力
不
足

④ 
目
的
・
目
標
達
成
の
た
め
の
役
割
分
担

の
不
備

　

こ
れ
ら
原
因
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
、「
安
全
管
理
体
制
」の
改
善
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。改
善
点
は
次
の
3
つ
で

す
。

　

各
部
局
に
お
い
て
事
業
を
実
施
す
る

場
合
、個
別
に
策
定
し
て
い
る「
安
全
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
現
在
61
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

に
よ
り
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

例
え
ば
、事
業
実
施
前
に
は
活
動
当
日

に
参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
下
見
を
行
う

こ
と
、ま
た
、ス
タ
ッ
フ
の
任
務
の
自
覚

と
準
備
状
況
の
確
認
、安
全
対
策
計
画
の

ス
タ
ッ
フ
へ
の
伝
達
な
ど
を
明
記
し
て

い
ま
す
。さ
ら
に
事
業
を
執
行
す
る
に
当

た
り
、こ
れ
ま
で
は
、予
算
と
事
業
内
容

が
主
な
決
裁
の
対
象
で
し
た
が
、安
全
計

画
を
そ
の
中
心
に
据
え
る
よ
う
改
善
し

ま
し
た
。（
改
善
後
の
事
業
執
行
ま
で
の

流
れ
を
参
照
）

甲
賀
市
危
機
管
理
計
画
に
基
づ
く

「
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
整
備

市
長
部
局
お
よ
び
教
育
委
員
会

事
業
担
当
課

各種事業

安全管理マニュアル
○ 事業執行下見計画
○安全対策計画
○ 準備段階チェック
シート

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長

部
局
長

事
業
執
行

重
要
事
業

一
般
事
業

改善後の事業執行までの流れ

安
全
な
青
少
年
活
動
の
た
め
に

〜
市
の
安
全
管
理
体
制
を
改
善
〜

○事業内容
○予算
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青
少
年
活
動
の

　

安
全
を
考
え
る

―
畠
中
氏
が
講
演
―

　

市
の
報
告
に
続
い
て
、（
財
）関
西
テ
レ

ビ
青
少
年
育
成
事
業
団
顧
問
の
畠
は
た
け
な
か中
彬
あ
き
ら

氏
が『
青
少
年
活
動
の
安
全
を
考
え
る
』

と
題
し
て
講
演
、実
例
を
交
え
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、青
少
年
を
取
り
ま
く
多
く

の
危
険
や
、そ
の
危
険
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
る
た
め
に
大
人
や
指
導
者
が
何
を

す
べ
き
か
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。ま

た
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
大
切

な
青
少
年
活
動
を
安
全
・
安
心
に
実
施
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

甲賀市の安全管理マニュアルの一例
想定される危機 課　名

生涯学習事業危機管理マニュアル 社 会 教 育 課
甲賀市保育園、幼稚園の施設管理及び行事・
イベントにおける危機管理マニュアル こども未来課

国際交流事業における安全対策マニュアル 市民活動推進課
イベント対応危機管理マニュアル 商 工 観 光 課
やまのこ事業安全管理マニュアル 都 市 計 画 課
青少年の自然体験活動における安全対策マ
ニュアル 社 会 教 育 課

… …

61の安全管理マニュアル

2　

次
長
級
職
員
を
対
象
に
安
全
管
理
指

導
力
を
強
化
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。ま
た
、各
種
団
体
等
の
指
導

者
や
担
当
者
を
対
象
に
し
た
青
少
年
自

然
体
験
活
動
指
導
者
等
研
修
会
で
は
、自

然
体
験
活
動
実
施
に
際
し
て
の
安
全
対

策
や
安
全
意
識
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
研
修
等
を
持
続
的
に
実
施

し
、市
の
安
全
管
理
体
制
が
機
能
す
る
よ

う
、管
理
職
お
よ
び
事
業
担
当
者
の
資
質

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

職
員
の
責
任
能
力
・
意
識
、安
全
意

識
、安
全
管
理
能
力
を
強
化
す
る
た

め
の
研
修
会
等
の
持
続
的
実
施

　

市
で
は
、「
甲
賀
市
事
業
執
行
安
全
管

理
体
制
審
査
委
員
会
」を
7
月
21
日
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
査
委
員
会
は
、市
の
安
全
管
理

体
制
が
人
事
異
動
や
社
会
の
価
値
観
の

変
化
に
も
左
右
さ
れ
ず
、ゆ
る
ぎ
な
い
も

の
と
し
て
持
続
的
に
機
能
す
る
よ
う
に

安
全
管
理
体
制
を
さ
ら
に
管
理
す
る
た

め
の
体
制
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、各
部
局
等
の
安
全
管
理

体
制
な
ど
を
、次
の
4
項
目
に
つ
い
て
審

査
し
ま
す
。

① 

各
部
局
の
安
全
管
理
体
制
が
持
続

的
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か

② 

そ
の
結
果
、疑
義
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、改
善
指
導
を
行
う

③ 

個
別
の
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

不
備
が
な
い
か
検
証
す
る

④ 

そ
の
他
安
全
管
理
全
般
に
わ
た
り

必
要
な
こ
と

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
全
庁
的
に
継

続
さ
せ
、あ
ら
ゆ
る
事
業
に
お
い
て
安
全

性
を
最
優
先
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

3
「
甲
賀
市
事
業
執
行
安
全
管
理
体
制

審
査
委
員
会
」の
設
置

　

市
で
は
、こ
う
し
た
安
全
管
理
の

組
織
的
な
取
り
組
み
を
ひ
と
つ
ず
つ

積
み
重
ね
、信
頼
回
復
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、青
少
年
活
動
安
全

誓
い
の
つ
ど
い
を
毎
年
7
月
31
日
に

開
催
し
、地
域
や
関
係
団
体
に
も「
誓

い
の
日
」の
精
神
が
根
付
い
て
い
く

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

甲賀市の安全管理の取り組みPDCAサイクル図

▲

 

青
少
年
自
然
体
験
活
動
の
指
導
者
を
対
象
に

行
わ
れ
た
研
修
会
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「
悪
性
新
生
物（
が
ん
）」は
、昭
和
56

年（
1
9
8
1
年
）以
降
、ず
っ
と
日
本

人
の
死
亡
原
因
の
1
位
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

甲
賀
市
で
も
平
成
20
年
の
死
因
別
原

因
は
、全
体
の
4
分
の
1
が
悪
性
新
生

物（
が
ん
）で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
で
実
施
す
る
各
種
が
ん
検
診
の
受
診

率
は
低
く
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
対

策
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　　

ま
た
滋
賀
県
の
が

ん
検
診
受
診
率
も
全

国
的
に
も
低
く
、こ

の
ほ
ど
地
域
と
職
場

が
連
携
し
た
受
診
者

増
加
に
向
け
た
県
民

運
動
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
市
も
が
ん
検
診

の
受
診
率
を
増
加
す

る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

甲
賀
市
の
悪
性
新
生
物（
が
ん
）に

よ
る
死
亡
者
は
、肺
が
ん
が
一
番
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。県
内
で
も
肺
が
ん
検

診
を
実
施
し
て
い
る
市
町
は
数
少
な
い

な
か
、甲
賀
市
で
は
国
の
推
奨
す
る
方

法
で
肺
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

8
月
下
旬
か
ら
順
次
、後
半
の

集
団
が
ん
検
診
の
受
付
を
開
始
し

ま
す
。前
半
に
が
ん
検
診
を
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
は
、こ
の
機
会

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。集
団
検

診（
保
健
セ
ン
タ
ー
）の
受
付
は
、

検
診
カ
レ
ン
ダ
ー
5
〜
12
ペ
ー
ジ

を
、指
定
医
療
機
関
検
診
の
受
付

は
、14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
に
一
度
も
受
診
し
て
い
な

い
又
は
4
年
以
上
検
診
を
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方（
初
回
受
診
者
）

は
、が
ん
発
見
率
が
高
い
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

な
お
、検
診
は
、症
状
が
な
い
か

ら
受
け
る
も
の
で
す
。症
状
の
あ

る
場
合
は
病
院
で
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

が
ん
の
中
で
も
肺
が
ん
に

よ
る
死
亡
が
第
1
位

「H19滋賀県におけるがん検診実施状況：滋賀県」より

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

子宮頚がん 乳がん 大腸がん 胃がん

％

が
ん
検
診

最も大きな原因のひとつに「たば
こ」があります。吸っている本人

だけでなく、その煙を吸う周囲の人へも大きな影響
があるといわれています。たばこの煙の中には強い
発がん物質である「タール」が含まれています。

〜
が
ん
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
に
〜

肺がん
26％

胃がん
14％

すい臓がん
8％

肝臓がん
8％

大腸がん
7％

その他
37％

集
団
が
ん
検
診

8
月
下
旬
か
ら
後
半
の
受
付
を
開
始

H20 悪性新生物（がん）部位別死亡状況

肺がん予防

初回受診者からのがん発見率
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①
定
期
的
に
適
度
な
運
動
を

②
塩
分
を
取
り
過
ぎ
な
い

③
太
り
過
ぎ
な
い
・
や
せ
す
ぎ
な
い

④
熱
い
飲
食
物
は
控
え
め
に

⑤
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

⑥
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑦
野
菜
・
果
物
を
し
っ
か
り
と
る

「
多
目
的
コ
ホ
ー
ト
研
究
の
成
果
」

（
厚
生
労
働
省
研
究
班
：
２
０
０
５
年
よ
り
）

※ 検診カレンダーをお持ちでない方は、最寄りの保健
センターまたは、各支所にありますのでご利用くだ
さい。

保健介護課	 ☎ 65-0703　  63-4085

【集団検診申し込み】
水口保健センター	 ☎ 62-5336　  63-5491
土山・甲賀保健センター	 ☎ 88-6556　  88-6557
甲南保健センター	 ☎ 86-5934　  86-5974
信楽保健センター	 ☎ 82-3113　  82-3138

問い合わせ

積
極
的
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
！

「
が
ん
に
な
ら
な
い

　
　
　

生
活
７
か
条
」

　日当たりのよい窓際に、つる性の植物
を植えて日陰をつくる緑のカーテン。
クーラーに頼らず夏を涼しく過ごすため
の取り組みとして、最近注目を集めてい
ます。
　緑のカーテンを設置することで、室内
が快適になり冷房の使用を抑えられ、二
酸化炭素排出量削減にもつながります。
　市の施設でも、ゴーヤとアサガオを植
え、緑のカーテンを栽培しています。生ご
みからの堆肥を使い、職員が持参した米
のとぎ汁や食器の洗い水の残りで水やり
をしてエコに取り組んでいます。
　市民窓口センターでは、窓際を覆うよ
うに2階部分にまでツルを伸ばし、涼しげ
な彩りの花が来庁される皆さんを楽しま
せています。

　　　　　　  生活環境課　環境政策担当
☎ 65-0692　  63-4582
問い合わせ

▲市民窓口センターを覆う緑のカーテン

　熱中症は気温がそれほど高くない日でも、湿
度が高いとき、風が弱いときや、急に暑くなった
とき、体が暑さに慣れていないときは注意が必
要です。特に乳幼児・高齢者は体温調節機能がう
まく働かないことがあるため注意が必要です。
日傘・帽子、涼しい服装、日陰を利用する、水分や
休憩をこまめにとる、汗をかいたときは塩分補
給も忘れない、などを心がけましょう。

熱中症を予防
　 しましょう

地
球
に
や
さ
し
い
緑
の
カ
ー
テ
ン

　
　
　
　
　
　
　
―
市
役
所
で
も
栽
培
―

〈講師〉 ケアタウン小平クリニック院長

山
や ま ざ き

崎　章
ふ み お

郎先生

〈座長〉 公立甲賀病院　緩和ケアチーム医師

瀬
せ と や ま

戸山　博
ひろし

先生

日時／9月20日（日）15:30～17:00（受付15:10～）
場所／あいこうか市民ホール
※申込不要。参加無料。どなたでもご参加ください。

甲賀保健所　☎ 63-6111問い合わせ

がんと向き合う
ー地域で支えるー

講演

滋賀在宅ホスピス緩和ケア
研究会 ・ 市民公開講座の

ご  案  内

第5回
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しがらき
 火まつり

　

第
4
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
が
7
月
27
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。審
議
・
可
決
さ
れ
た
議
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
補
正
予
算

･ 

平
成
21
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

･ 

平
成
21
年
度
甲
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

･ 

平
成
21
年
度
甲
賀
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

･ 

平
成
21
年
度
甲
賀
市
浄
化
槽
管
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

●
契
約
の
締
結

　

 

委
託
名
／ 

草
津
線
寺
庄
駅
駅
舎
合
築
工
事
委
託

　

契
約
額
／
5
億
6
，9
9
4
万
円

　

契
約
相
手 

方
／
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　近年、自殺死亡者が全国では3万人を超えていま
す。この痛ましい事態を深刻に受け止める必要があ
ります。
　自殺は、個人の自由な意思の選択の結果と思われ
がちですが、実際には、さまざまな要因が複雑に関係
して、心理的に追い込まれた末の死と言えます。自殺
者の多くは、自殺の直前にうつ病などのこころの病
気にかかっていることがあります。適切な病気の治
療を受けることで、自殺を防ぐことができます。

問い合わせ 保健介護課　健康支援担当　☎ 65-0703　  63‐4085

たったひとつの命を大切に
気づいてください、こころのサイン　

うつ病のサインにご注意を
＊なんだか気分が落ち込んでしまい、元気がない
＊体がだるく疲れがとれない
＊食欲がない　　　＊眠れない

　こうした不調が長い期間続いたり、仕事や家事な
ど普段の生活に支障が出てきたりしたら、単なる不
調ではなく「うつ病」などのこころの病気かもしれま
せん。専門医にご相談ください。決して1人で悩みを
抱えこまないでください。

9月10日から16日は自殺予防週間

第
4
回 

甲
賀
市
議
会
臨
時
会

平
成
21
年

●専門医によるこころの悩み相談を行っています。　甲賀保健所健康福祉課　☎ 63-6148

姉妹都市・利川市長が当市を来訪

　

平
成
17
年
11
月
、姉
妹
都
市
提
携
を
締

結
し
た
大
韓
民
国
利イ

チ
ョ
ン川
市
。こ
れ
ま
で
に

中
学
生
の
交
流
を
中
心
に
市
民
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

8
月
1
日
に
は
、同
市
の
趙ジ

ョ
ビ
ョ
ン炳
敦ド

ン

市
長
が
当
市
を
訪
問
い
た
だ
き
ま
し

た
。3
日
間
の
滞
在
中
、趙
市
長
ら

は
、「
ご
ざ
れ
G
O
―
S
H
U
!
」を

観
覧
さ
れ
た
ほ
か
、土
山
の
茶
園
や

忍
者
屋
敷
、陶
芸
の
森
、酒
造
会
社
な

ど
市
内
各
地
域
の
産
業
や
施
設
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
水
口
で
開
催

中
の
大
相
撲
ふ
れ
あ
い
合
宿
で
は
力

士
と
の
交
流
も
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、3
日
に
は
市
長
を
表
敬
訪
問
、中

嶋
市
長
ら
と
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
も
話

し
合
わ
れ
、両
市
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
り

ま
し
た
。

▲ 握手を交わす利川市の趙市長(左)と中嶋市長
　（鹿深夢の森で）
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水口
 夏まつり

ござれ
 GO-SHU!

しがらき
 火まつり

▶ 

約
2
、0
0
0
発
の
花
火
の
芸
術
に
多
く
の
方
が
酔
い

し
れ
ま
し
た
。

　７月から市内各地域で行われた夏まつり。水口夏まつりとしが
らき火まつり、第11回ござれGO-SHU！を写真でご紹介します。

▲ 奉納を終えた松明の炎と花火の
コラボレーション。

▲ バンド演奏
などの熱いス

テージがまつ
り

を盛り上げま
した。

▼ 味まつりコーナーには長い行列ができ
ました。

▼ 火へ感謝するため、陶器神社に
奉納された約700本の松明が幻想
的な炎の帯となりました。

▲ フレンドタウン甲賀会場では、買い物客も元気
な踊りに声援を送りました。

▼ あいこうか市民ホール前会場では、初めて市道を
使ってのパレード演舞が行われました。

▼ メイン会場の鹿深夢の森会場でステージ演舞。他
にも旗振り合戦が行われるなど、新しい取り組み
がありました。

▲ まつりを盛り上げた紫香楽太鼓 “炎”
の演奏。またござれGO - SHU！の演
舞も披露されました。
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ラ
ン
タ
ー
に
植
え
替
え
ま
し
た
。

　

秋
の
運
動
会
で
真
っ
赤
な
サ
ル
ビ
ア

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
並
ぶ
の
が
楽
し
み
で

す
。

ま
し
た
。

　

最
後
に
は
2
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
カ

ヌ
ー
競
漕
を
行
い
、
プ
ー
ル
内
に
は
歓

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

人権の花
「サルビア」を移植
～貴生川小学校～

力
し
な
が
ら
花
を
栽
培
す
る
こ

と
で
情
操
を
豊
か
に
し
、
思
い

や
り
の
心
を
育
む
「
人
権
の
花
」
運
動
。

大
津
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
す
す
め
て
お
り
、
仲
良
く
寄

り
添
っ
て
咲
く
サ
ル
ビ
ア
が
「
人
権
の

花
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

市
内
4
校
が
参
加
、
各
校
に
は
、
花
の

種
や
栽
培
用
資
材
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
7
日
に
は
、
貴
生
川
小
学
校
で

苗
の
移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら

は
、
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
、

種
か
ら
育
て
た
サ
ル
ビ
ア
を
丁
寧
に
プ

～
総
社
神
社
「
麦
酒
祭
」
～

新
麦
で
醸
造
し
た

「
麦
酒
」を
献
上

口
町
貴
生
川
地
域
に
あ
る
総
社
神
社
で
7
月
18

日
、
麦む

ぎ
ざ
け酒
祭
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

地
域
で
収
穫
さ
れ
た
新
麦
で
醸
造
し
た
麦
酒
を
献
上

し
、
麦
の
豊
作
と
暑
気
払
い
を
祈
願
す
る
祭
り
で
、
約

5
7
0
年
前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

麦
酒
は
、
宮
守
が
前
日
未
明
に
飯
道
山
の
谷
川
か
ら

清
水
を
採
水
し
、
こ
う
じ
と
麦
を
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
た

も
の
で
す
。
ビ
ー
ル
の
元
祖
と
あ
っ
て
、
遠
方
か
ら
や
、

ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
関
係
者
も
参
列
。
麦
酒
は
本
殿
に
供

え
ら
れ
た
後
、
参
列
者
に
も
振
る
舞
わ
れ
、
ど
ろ
り
と

し
た
も
ろ
み
の
舌
触
り
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
中
嶋
市
長
が
出
席
、
皆
さ
ん
の
た
ゆ
み
な
い

努
力
で
続
け
ら
れ
る
お
祭
り
に
地
域
力
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

協

水

▲ 人権擁護委員と共に苗を植える6年生
児童

プールで安心
カヌー教室

～甲賀B＆G海洋センター～

賀
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

7
月
11
日
、
第
7
回
カ
ヌ
ー
体

験
教
室
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
26
名
が
カ
ヌ
ー
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

本
来
、
川
や
湖
で
行
う
カ

ヌ
ー
を
プ
ー
ル
で
行
う
こ
の

教
室
は
、
初
め
て
の
人
で
も

安
心
し
て
体
験
で
き
る
と

人
気
が
あ
り
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
の
指
導
員
か
ら
パ
ド
ル

の
扱
い
方
な
ど
を
教
わ
っ
た

参
加
者
は
、
カ
ヌ
ー
に
乗
り

込
み
、
操
縦
す
る
難
し
さ
や

ス
ピ
ー
ド
感
を
体
感
し
て
い

▲ プールでカヌーを漕ぐ参加者

甲

▲ ビールの元祖とされる「麦酒」が参列者
に振る舞われました
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食
事
の
カ
ロ
リ
ー
計
算
、
ヨ
ガ
教
室
も

あ
り
、
親
子
が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に

つ
い
て
考
え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
部
屋
に
は
甲
賀
市
出
身
の

力
士
「
甲

龍
山
」
が

所
属
、
水

口
合
宿
に

も
参
加
し

て
い
ま
し

た
。

～
N
P
O
法
人
甲
賀
の
環
境
・
里
山
元
気
会
～

里
山
の
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成

P
O
法
人
甲
賀
の
環
境
・
里
山
元
気
会
の
活
動

拠
点
で
あ
る
水
口
町
松
尾
の
里
山
に
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
が
完
成
し
、
7
月
25
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
廃
材
を
使
っ
て
会
員
が
7

か
月
か
け
て
手
作
り
し
た
も
の
で
す
。
生
き
た
木
だ
け

に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
大
人
30
人
分
の
重
さ
に
耐
え
ら

れ
る
丈
夫
な
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

く
す
玉
を
割
っ
た
後
、
参
加
者
は
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
内

を
見
学
し
、
デ
ッ
キ
か
ら
紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
た
り
、

8
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま

し
た
。

　

中
心
と
な
っ

て
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
を
建
設
し
た

会
員
の
枡
谷
さ

ん
は
、「
子
ど

も
の
こ
ろ
に
描

い
て
い
た
夢
が

実
現
し
た
。
里

山
の
シ
ン
ボ
ル

に
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま

す
。 N

▲ 子ども力士にけいこをつける甲龍山▲ 選んだ献立カードの栄養バランスを調べるコー
ナー

▲ 木立の中に完成したツリーハウス

大相撲力士が
綾野小の土俵でけいこ

～三保ヶ関部屋ふれあい水口合宿～

年
も
、
大
相
撲
三
保
ヶ
関
部
屋

の
力
士
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
合
宿

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
部
屋
の
一
行
は
、
8
月
1
日
か
ら

7
日
ま
で
の
間
、
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森

ロ
ッ
ジ
で
合
宿
し
な
が
ら
、市
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
の
交
流
や
福
祉
施
設
の
訪

問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
口
合
宿
は
恒
例
と
な
り
、
朝
げ
い

こ
が
行
わ
れ
る
綾
野
小
学
校
に
は
早
朝

か
ら
多
く
の
市
民
が
詰
め
か
け
、
目
の

前
で
見
る
激
し
い
ぶ
つ
か
り
げ
い
こ
に

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

今

親・先生・子が
楽しく健康を学ぶ

～水口小学校～

、
先
生
、
子
ど
も
が
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
健
康
を
考
え
る
P
T
C

健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
7
月
11
日
、
水

口
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
半
世
紀
に
渡
っ
て
同
校

で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
第
50
回

の
今
年
は
、
県
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
キ
ャ
ッ
フ
ィ
ー
」
も
登
場
し
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

体
育
館
な
ど
で
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

ボ
ー
ル
を
打
つ
ス
ト
ラ
イ
ク
シ
ュ
ー
ト

や
、
帽
子
を
投
げ
る
ス
ト
ラ
イ
ク
キ
ャ
ッ

プ
な
ど
8
種
類
の
競
技
で
、
親
子
が
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
の
糖
度
調
査
や
、

親

GENKI na MACHIKADO
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問い合わせ　　　　　　  甲賀市選挙管理委員会　☎ 65-0667　  63-4554

不在者投票もできます

　名簿登録地以外の市町村に滞在する方や病院、老人ホームなどに入院・入所されている方は、不在者投票がで
きます。投票期間および不在者投票ができる方については、期日前投票と同じです。

（1）選挙人名簿登録地以外の市町村の選挙管理委員会において投票する場合
　  自分が選挙人名簿に登録されている市町村の選挙管理委員会の委員長に対し、直接または郵便等によって、

投票用紙および投票用封筒を請求します。そして、交付された投票用紙等を持って、 必ず近くの選挙管理委員
会に出向いてください。そこで、不在者投票をしようとする市町村の選挙管理委員会に交付された投票用紙
等を提示し、投票記載所において記載した投票用紙を投票用封筒に入れて投票すれば終了です。

（2）指定病院等において投票する場合
　  都道府県選挙管理委員会が指定する病院、老人ホーム、身体障害者支援施設、保護施設等に入院または入所し

ている方は、その施設内で投票できます。できる日時や詳細については、施設でご確認ください。

　詳細については、下記の甲賀市選挙管理委員会事務局までお問い合わせください。

郵便による不在者投票

　次に該当する方は、郵便により自宅で不在者投票することができます。

（1）身体障害者で、身体障害者手帳に両下肢等の障害の程度が1級又は2級である者として記載されている者
　  身体障害者手帳に心臓、腎臓等の障害の程度が1級又は3級である者として記載されている者
　  身体障害者手帳に免疫の障害の程度が1級から3級までである者として記載されている者
（2）戦傷病者で、戦傷病者手帳に両下肢等の障害の程度が特別項症から第2項症までであるとして記載されている者
　  戦傷病者手帳に心臓、腎臓等の障害の程度が特別項症から第3項症までであるとして記載されている者
（3）介護保険法の要介護者で、要介護状態区分が要介護度5である者として記載されている者

　ただし、郵便により投票しようとする場合は、事前に登録する必要があり、また、この登録に時間を要すること
から、できるだけ早めに下記の選挙管理委員会まで、お問い合わせください。
※ 郵便による投票は、申請をされた登録者ができる制度ですので、登録されていない方は、上記の事由に該当し
ても郵便による投票をすることはできません。
●請求期限　8月26日（水）

選挙公報を送付します

　各候補者の政見を掲載した「選挙公報」を市内の全世帯に送付します。候補者を選定するときの参考にしてく
ださい。	
　8月23日（日）に発送しますが、届くまで2～3日かかる場合があります。

投票には入場整理券をご持参ください

　入場整理券は、世帯ごとに取りまとめ封筒で郵送します。8月18日（火）に発送しますが、届くまでに2～3日か
かる場合があります。入場整理券がなくても、選挙人名簿に登録されていれば投票できます。

期間  8月22日（土）から29日（土）まで　　　 時間  午前8時30分から午後8時まで
場所  市役所 土山支所 1階玄関横スペース	☎ 66-1102
　　　市役所 甲賀支所 1階第3相談室	 ☎ 88-4102

持参品  お手元に届いていれば、入場券をご持参ください。

　次の支所などでも期日前投票ができますが、投票のできる期間が水口庁舎とは異なりますのでお間違えのな
いようご注意願います。

市役所 甲南庁舎 1階 ミーティングスペース	 ☎ 86-8010
市役所 信楽支所 1階玄関横スペース	 ☎ 82-8060
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